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Abstract 

We have org阻ized 也e 26也 syrnposi山n on age measurements with AMS (田celerator m踊S

sp即位。me住y) and EPMA (el即位onprobe micro analyzer) systems，剖 well as their applications ωgeological 

and archeological sampl田， on January 28叱29th， 2014, at Nagoya U凶ve四ity. Syrnposium of也is kind is held 

every year generally 剖阻 oppo武田ity for use悶， meeting to publicize their resu1ts in uti1izing 也e

age-measurement faci1ities of the Center for Chronological Research (CCR), Nagoya U凶versity. In也e

syrnposium, the sta旬s reports of 也.eAMS 皿d EPMA sys旬ms were delivered firstly. Then，由ree reports 

were pr自由旬d as 也.e results of 也.e progr田n of 也e innovation of new technology 岨d rese紅白 for young 

sClentists. 

F our special lec加r四 W町e pre沼田ted at the syrnposi町n: 也e ftrst talk was entitled “A survey aimed 

forpr田ervation of EI-Zayyan Temple site 泊Kharga Oasis, Western Desert of Egypt", given by Mr. Toshio 

Tuka血oto of Gangoji Institute for Cu1tural Properties, about an environmental 阻dc叫旬rョ1 investigation of 

flourishing days of Kharga Oasis in the Roman period. Refine血由旬。fbui1dings at EI-Zayyan Temple have 

been performed several times in the p酪t days. In order to 位前e 由e refinements in the p酷，t， he surveyed the 

町eaaround the Temple by three-dimensional digital measurements, the ar，回 ofthe half broken bui1dings and 

geographical mapping of 也e surround泊g 町田s. The Kharga Oasis had be四 afi町四 belt and produced a 

plenty of wine in Roman p町lod. It is 副知田ting to study how 四.viron血回同1 cha且ge has occ四百d 企'om 也e

flourishi且gRo阻 period to the present-day dry weather of poor vege旬世on. He is con也uing inves匂ation of 

也e pres阻t weather condition by using modem ∞mp田t thermometぽS 岨dh山nidity sensors. He has 

presented us a lot of experience duri且g 也，e su町ey. The second was a 也lk given by Mr. Iwao Nishida of也e

Saga-City board of Education, entitled “En吋ronment 岨dc叫旬re at e町ly Jomon period -'也e real situation of 

Jomon cu1ture revealed 企om 也e co血lplete investigations of Higashimyo archeologi回l 函館" He first 

described the natural history of the site, staring 企om 訂ound 8000 cal BP and 田ding at around 7800 回1 BP, 

lasting for about 200 yea民 in 也e period just before maxintum s回 leve1. During the excavations of shell 



－  －4

名古屋大学加速器質量分析計業績報告書， XXV ,2014.03 

middens , a l'Ot 'Of remains 'Of shell, pla且ts， nuts , b'Ones were detected. AIs'O, m岨.y man-made to'Ols, such 田

basket, 'Oar, p'O世田.y， s旬ne t 'O'Ols, w'O'Oden c'Omb , etc. , were excavated. He sh'Owed us h'Ow the life 'Of J'Om'On 

pe'Ople were rich in their dail.y lives as 'Old as 8000 .years ag'O. The third w田 a talk ab'Out 血e ge'Ol'Og.y 'Of 

Antarctica given by Pr'Ofess'Or T'Om'Okazu H'Okada 'Of Nati'Ona1 Institute 'Of P'Olar Research. S'O far, he has 

measured ages 'Of a l'Ot 'Of r'Ocks and minerals 企'OmA且.tarc世ca， by using a high-res'Oluti'On m副s spec位。me旬r

called SHRIMP, and established a detailed chr'On'Ol'Og.y 'Of Antarctic r'Ocks. He explained us chr'On'Ol'Ogica1 

企担new'Orks 'Of Antarctic c'Ontinent based 'On his chr'On'Ol'Ogica1 investigati'Ons. The f'Our也 W副 a ke戸lOte

lecture 'Of 也e sp田ial sessi'On c'Oncerning chr'On'Ol'Ogica1 study 'Of ancient d'Ocurnents based 'On 14C dating , 

given b.y由e presid阻t 'Of Aichi Bunky'O Uni羽田it.y. He is aωp-Ievel researcher 'On ancient d'Ocurnents and he 

s'Ometimes enc'Ounters the c田e 'Of the real 'Or fake decisi'On 'Of 皿ci田t d'Ocu皿ents. S'Ome research田 d'O n'Ot 

rel.y 'On 14C dating at a11, but the President Masuda c'Onsiders it nec国sary to d'O c'Ollab'Orati'On between relevant 

techniques 'Of natural and s'Ocia1 sciences，泊 p町tic叫町" AMS 14C dating as a na佃ra1 science. He re'吋ewedhis 

m'Ore 也阻 20 .years experience 'Of c'Ollab'Orati'On wi也 na旬rョ1 science in the study 'Of ancient d'Ocu血四個.

T'Ota1l.y 34 'Ora1 rep'Orts 皿d 8 p'Ost町 r句0此s were pres四.ted 踊 c'Ontributi'On pape四 c'Oncerning 血e

r田ults 'On applicati'Ons 'Ofthe AMS 剖 well 描 EPMAsyst田ns 'Ofthe CCR. The 畳elds 'Of applicati'On are: study 

'On s'Olar 邸tiviザ based 'On 14C c沼田間仕組'Ons 'Of 佐田 rings; envir'Onmental applicati'Ons 'Of 14C 住都町 14C

dating 姐al.ysis 'Of stalactite 仕om a limest'One 回羽田町 Lake Hamana in Shizu'Oka prefecture; geol'Ogical 

applicati'Ons 'Of 14C dating; 14C dating applicati'On t'O c叫同ra1 properties 阻darche'Ol'Ogica1 sampl，田; s同di田'On

14C calibrati'On with Japanese w'O'Od; technica1 devel'Opments 'Of sa血lple preparati'On f'Or 14C m田surements;

me田町m四.ts 'Of U-Th-Pb ages f'Or m'Onazite from ge'Ol'Ogica1 rock S8皿ples; t田h出回l 蜘dy 叩 CI宜ME

dating f'Or sub-micron sized samples. 

Finally, it sh'Ou1d be n'Oted 也atgen町a1 p紅白ip阻tswh'O町e n'Ot specia1ist 'Of age measure血血随a1s'O

j'Oined 也e discussi'On and h'Opefully e町'Oyedit 

Key words: AMS U c  dating; EPMA dating, s仰向LS report, radionuclide 回 a tracer, interdisciplinary 

application 01 age measurement 

キーグ- f": 加速器質量分:fIf1ごよ Q uC !p.代調0/;.吉， EPMA によQ年代謝0/;.吉，主冨ifl帯皆，放射性善要種

の再レーサー利用，年代初定の学勝利用

名古屋大学年代測定総合研究センターは，平成 12(2000)年 4 月 1 日に，名古屋大学年代測定資料

研究センターを改組し，タンデトロン年代研究分野と新たに新年代測定法開発研究分野を加えた 2

グループの構成で，最先端の年代学研究を推進し，その成果を学内共同利用教育研究に役立てるこ

とを目的として出発して現在に至っている.この間，当センターの主要装置であるタンデトロン加

速器質量分析に基づく放射性炭素年代測定装置 (14C_AMS 装置)および鉱物粒子のトリワム(Th)，
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ウラン(u)および鉛σb)の定量に基づく年代測定 (CHIME 年代測定)が可能な電子線マイクロアナラ

イザ一年代測定装置 (EPMA 装置)について，装置の現状や利用状況の報告，また独自の年代研究

推進の紹介にかかわるシンポジウムを毎年実施してきた.今回で第 26 回を数えることになる平成

25(2013)年度年代測定総合研究センターシンポジウムは，平成 26(2014)年 1 月 28-29 日の両日に開

催された.文末にシンポジウムのプログラムを示すが，講演内容は，特別講演 4 件，年代測定装置

現状報告 2件，新研究創成経費研究報告 3 件，特別セッシヨン講演 4 件，一般講演等 21 件，ポス

ター発表 8 件で合計 42 件と，例年と同様な件数となった.お忙しい時期に，特別講演を引き受け

て頂いた 4名の学外講師，また学内外のユーザーや共同研究者の方々にはあらためて感謝の意を表

したい.

さて，今回のセンターシンポジウムでは， 4 件の特別講演をお願いした.まず始めに，公益財団

法人元興寺文化財研究所研究部金属器保存研究室・土器修復窒長の塚本敏夫先生に「エジプト西方

砂漠ハルガオアシス，アル・ザヤーン神殿遺跡の保存調査」と題してご講演をお願いした.塚本先

生は日本における古文化財資料保存の第一人者であり，長年，元輿寺文化財研究所において実物を

対象として研鎖されてきた.様々な保存調査に参加される中で，今回は，エジプトの西方砂漠地帯

に位置するハルガオアシスにあるアル・ザヤーン神殿遺跡における保存調査研究を紹介していただ

いた.ハルガオアシスは， 3 大ピラッミッドで知られるギザから 800凶南方の砂漠地帯に位置して

いる.古くローマ時代には，穀倉地帯として栄え，ワインの産地として有名であったとされる こ

の一帯でアル・ザヤーン神殿の周囲にはいくつかの神殿やネクロポリス(墓地)の遺跡が散在して

おり，欧米諸国の文化財・考古学調査隊の援助により保存修復作業が進められている このアル・

ザヤーン神殿遺跡は，後発組の日本に保存修復が任され，東京工業大学の亀井宏行教授を中心にし

て，日本隊により保存修復に向けた調査が進められてきた.現在は，エジプトの政情不安のために

日本隊による調査は中断されている.これまでの調査としては，過去のアル・ザヤーン神殿の修復

履歴を明らかにするために，神殿周囲の地形の状況を三次元デジタルアーカイブとして作成する研

究が進められてきた.砂嵐など過酷な条件下で，短期間のうちに精密装置をぎりぎりの高精度で作

動させ，調査を進めることが求められ，大変な苦労をされている.また，ローマ時代の古い改修の

履歴を探るために，城壁の作成に用いられているレンガ中のスサ(ワラなど)について 14C 年代

測定が実施されている.エジプトでは，年代測定試料の海外持ち出しは禁止されており，エジプト

内の年代測定研究施設 fIFAO (Institut Fr祖国s d' Archeo1ogie Orienra1e)J での測定が義務づけられて

いる.しかし fIFAOJ の技術はまだまだ低いままのレベルで，液体シンチレーション装置を用

いた F 線計測法で 14C 年代測定が実施されている.塚本先生もこの fIFAOJ に 14C 年代測定を依頼

されたことがあるが，未だ結果が報告されていないとのことである.年代測定試料の持ち出しが解

禁され，日本で AMS による 14C 年代測定可能となることが期待されている.

アル・ザヤーン神殿の保存については，日中の過酷な太陽光，夜間の冷え込みによる結露などに

よる神殿の破壊が進むことが予想され，温湿度計を遺跡に設置して，年間の温湿度変化を調査する

試みが進められている.このような調査研究の状況が紹介された.塚本先生には講演記録の報告文
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の寄稿を期待したい.

二つ日の特別講演は，西田 巌佐賀市教育委員会主査に「縄文時代早期末の環境と文化ー佐賀市

東名遺跡から見えてきた縄文文化の真相ー」と題してご講演をお願いした.東名貝塚遺跡は，佐賀

平野において珍しく発見された縄文遺跡のひとつである.発掘調査が平成 5 年から始まり，今も資

料の分析が精力的に進められている同遺跡のこれまでの調査から，この遺跡が成り立つ自然環境，

縄文集落の状況，食糧資源や生活用具の原料となった動植物群の分布，また，生活用具となった土

器，石器，木器，貝製品，骨角製品が多数発掘されており，特に，網かご，木製の櫛，木製容器，

船の植など特徴的な製品が出土している.この遺跡は，縄文時代の温暖化により，海水面が急上昇

した時期に形成されており，西暦紀元前 6000 年頃にわずか 100-200 年間程度で貝塚が形成され，

海水面の上昇により放棄されたことが，当センターによる貝塚資料の 14C 年代測定の結果から結論

されている.縄文時代早期の特徴的な貝塚遺跡として全国に知られており，多くの報告書が出版さ

れている.講演会場においても，東名貝塚遺跡を紹介する詳細なパンフレットが配布された.遺跡

の概要を知るうえで貴重な資料である.今後のさらなる解析研究の進展が期待される.

三つ目の特別講演は r南極の地質と U-Pb 年代」と題して国立極地研究所の外田智千准教授に

ご講演いただいた.これまで携わってこられた南極の地質調査と岩石・鉱物試料のワランー鉛年代

測定 (SHRIMP 装置、 CH削E 装置を使用)の成果についての話題である.南極の地質は，古い火

成岩，堆積岩，変成岩でできているが，地質の成り立ちを研究するうえで，岩石の正確な年代測定

作業が欠かせない.当センターには，古い岩石の年代測定を行うために CHTh包装置が使用されて

いる.一方，国立極地研究所には，ウラン，鉛の同位体組成分析が可能な SHRIMP 装置が設置され

ている. SHRIMP 装置は，日本では現在，広島大学と国立極地研究所に設置されている.その他，

古い岩石・鉱物の年代測定には， TIMS や LA-ICP-MS 等が用いられているが，外田先生は， SHRIMP

装置を用いた南極地質資料の年代解析の結果を紹介された.

四つ目の特別講演は，シンポジウムの 2 日目に企画された特別セッシヨン「炭素 14 で見た古文

書・古筆切の世界」で講演される四題の講演に先立つ基調講演として r古文書の真贋判定と料紙

の年代測定J è題して愛知文教大学長である増田 孝先生にお願いした.

増田 孝先生は，文献史学研究の第一人者であるが，その先生にとっても「文書の真贋判定」は

難しいとのことである. r文書」を論ずるためには，当該文書が本物であることの確認，確証が不

可欠であるとのこと.松尾芭蕉の手書きの「奥の細道」の書面がひょっこりと世に出てきて，新聞

やテレピで報道されたことを例にして，真贋判定の具体的な要請が説明された.真贋判定は，筆跡

鑑定と共に，料紙の年代測定や顕微鏡観察による原料鑑定など科学的な分析法を取り入れて行うこ

とが必要不可欠であることを強調された.

特に 14C による年代測定では，誰もが心置する「紙が作成された年代」と「文書が書かれた年

代」のずれについて考察され，料紙は，毎年作成され，その年のうちに消費されることが一般的で
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あることを強調された.墨で料紙に書く場合，古い料紙では，紙の成分に化学変化が起こり墨のの

りが悪くなり，古い料紙を用いることは避けられるとのことである.現在の料紙の 14c 年代測定で

は，誤差が:1:20 年であり，紙の年代推定にかなりの制約条件を付けることができ，この科学的な判

定と筆跡鑑定を用いれば真贋鑑定はかなりの確度で可能である.お話の官頭で，或る考古学研究者

の年代測定に対する認識として 14C 年代測定は信用できないと公的な場で発言されていると紹介

があった.しかし，古文書の分野では， 14C 年代測定の結呆が尊重されているとのことであり，今

後，古文書研究の分野で，文系・理系の共同研究がさらに発展することを期待したい.

シンポジウムの始めに，当センターに所有する年代測定システム (AMS 装置及び EPMA 装置)

に関する現状報告があった.2007 年 11 月始めから 2008 年 3 月末までかかった古川記念館の耐震工

事の終了後は， AMS , EPMA の両装置とも，細かな故障は多々あるものの比較的順調に稼働してい

る(名古屋大学年代測定総合研究センター2009--2013) . AMS 装置の現状に関しての報告による

と， 2013 年の前半期は，装置はほぼ順調に稼働した. 2010 年の早期に，長年の懸案事項であった

AMS 装置制御システムの更新を行うことができた.最新のシステム (windowsXP ベース)は信頼

度が高く，新たにさまざまな機能が付加されているため，装置の運転が大変楽になっている.昨年

は， 5--6 月および 10--11 月にタンデム加速器自体が不調になり，部品の調整や新品と取り替える

作業をおこなった.導入後 18 年を経て確実に老朽化が進んでいる.特に，加速器本体内に設置さ

れている動力伝達用ベルトの調整や高電圧読み取り装置 (Generating Vo1t Meter) の交換作業では，

加速器を開放したために，加速器内部に水分が付着し，加速器を閉じて再測定を開始する際に絶縁

ガスの脱水を慎重に行った.絶縁ガス (SF.) に水分が残っていると，加速器高電圧の放電が発生

し，分析装置に多大な損傷を与えかねない.実際，運転再開において 2 回の高電圧放電を経験した.

このような AMS 装置の運用状況の詳細は，本報告書の中村ほか (2014) に述べられているとおり

である.

一方， EPMA 年代測定装置では，年代測定に用いている基本装置が製作されてから 28 年が経過

し保守が非常に難しくなっている.しかし，加藤ほか (2014) によると，自作の部品を活用するな

ど保守・管理がきちんと行われ， 2013 年末において測定された累積点数は 10 数万点万を超えてい

る EPMA 装置の現状についての詳細は加藤ほか(2014)の報文を参照されたい.

次に，年代測定総合研究センターの若手研究者支援プログラムとして活用されている「新研究創

成経費」による研究の成呆について，センターの研究機関研究員 2名及び科研費研究員 l 名から，

年代測定の基礎的問題と応用に関する報告があった.一木絵理研究員からは「遺跡試料を用いた 14C

年代測定と海洋リザーパー効果の検討J ，佐藤桂研究員からは「ウランと鉛の同位体組成アイソ

クロンを利用したジルコン U-Pb 年代測定法の検討J ，箱崎真隆研究員からは『北日本産樹木を用

いた酸素同位体比標準年輪曲線の構築」と題する基礎研究に関する報告である.研究経費支援が有

効に利用されていることが確認された.
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さらに，年代測定総合研究センターの年代測定装置を用いた研究成果報告として， 34 件の口頭

報告，及び 8 件のポスター発表があった.これらの報告は，講演後に活発な議論が行われたことか

らも推察できるように，研究者お互いの刺激材料になると期待される.また，公開講演会であるこ

とから，一般の方々に対しても，名古屋大学の年代測定装置を核として様々な研究が推進されてい

ることをアピールできたものと期待する.昨年末に 14C 年代の較正に係わる国際標準較正曲線デ

ータセットが改訂され IntCa113 (Reimer et al. 2013) が公表された.このデータセットには，日本

の水月湖のボーリングコア試料を用いて得られた暦年代)4C年代のベアのデータが組み込まれてい

る この改訂作業に加わった日本人研究者の寄与は多大であり， IntCa113 が今後多くの研究者に愛

用されることが期待される

今回のシンポジウムでの講演について，講演内容をまとめた報文を寄稿していただいた.表 1 に示

す講演プログラムのなかで，番号に*印がついたものである.今後の研究の参考にしていただきたい.

表 1 平成25 (2013) 年度第26回名古屋大学年代測定総合センターシンポジウムの講演者及び

講演題目

[特別講演1

・ 1. 塚本敏夫(元興寺文化財研究所)

『エジプト西方砂漠ハルガオアシス，アル・ザヤーン神殿遺跡の保存調査J

・ 2. 西田 巌(佐賀市教育委員会)

『縄文時代早期末の環境と文化 佐賀市東名遺跡から見えてきた縄文文化の真相 」

• 3. 外回智千(国立極地研究所)

「南極の地質と U-Ph~手代」

4. 増田 孝(愛知文教大・人文)

『古文書の真贋鑑定と料紙の年代測定」

[センター施設現状報告]

・ 5. 中村俊夫・タンデトロン年代グループ(名大・年測センター)

「名古屋大学タンデトロン AMS 14C システムの現状と利用 (2013) J 

・ 6. 加藤丈典・榎並正樹・佐藤桂(名大・年調Hセンター)

fClllME の現状と利用 (2013) J 

[H25 年度新研究創成経費研究報告]

• 7. 一木絵理(名大・年調uセンター)

「遺跡試料を用いた14C年代測定と海洋リザーパー効果の検討J

・ 8. 佐藤桂(名大・年調uセンター)
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「ウランと鉛の同位体組成アイソクロンを利用したジルコン U-Pb 年代測定法の検討J

*9. 箱崎真隆(名大・年調uセンター)

「北日本産樹木を用いた酸素同位体比標準年輪曲線の構築」

[特別セッシヨン:炭素14で見た古文書・古筆切の世界]

10. 小田寛賞・中村俊夫(名大・年測センター)・増田 孝(愛知文教大・人文)・池田和臣(中央大・

文学)・安 裕明(茨城県立多賀高校)・坂本昭二(龍谷大・古典籍デジタルアーカイブ研究セ

ンター)・吉津康和(広大・名誉教授)・古川路明(名大・名誉教授)

「古文書・古筆切・古写経切の年代測定とその史料的価値の判定一現在までの21年間の共同

研究を総括し，今後の展望を述べるー」

1 1.池田和臣(中央大・文学)・小田寛貴(名大・年測センター)

「炭素14による古筆切の年代測定最新成果二，三」

12. 安裕明(茨城県立多賀高校)

「古写経研究における料紙年代測定の成果」

13. 坂本昭二(龍谷大・古典籍デジタルアーカイプ研究センター)

「顕微鏡による古文書料紙の非破壊分析」

[一般講演1

・ 14. 中原誌公(名大・院・生命農)・ Ping Zou(漸江省農業科学院)・安藤 豊(山形大・農)・ Jianrong

Fu(斯江省農業科学院)・ Zhihong Cao(中国科学院土壌研)・渡遁 彰(名大・院・生命農)

「長期水田利用下で蓄積した土壌有機炭素の安定性」

* 1 5. 伊藤健二・森泉純・山津弘実(名大・工)

「ヒノキーカラマツ林におけるリタ一層ー土壌層間炭素供給機構の解明」

* 1 6. 千葉茂樹(福島県立小野高校)・諏訪兼位(名大・名誉教授)・鈴木和博(名大・年測センター)

「福島第一原発事故に伴う福島県の放射性物質の汚染-2013年の状況ー」

事 1 7. 渡溢隆広・細田憲弘・土屋範芳(東北大・環境)・中村俊夫(名大・年測センター)

「仙台平野から採取した歴史津波堆積物の放射性炭素年代測定」

18. 中村俊夫(名大・年測センター)・西田 巌(佐賀市教育委員会)

「東名貝塚遺跡の放射性炭素年代」

19. 加藤丈典(名大・年測センター)・ Mi-Jung JEEN (Center for Research Facilities, Pusan Nationa1 

University) ・ Deung-Lyong CHO (Geological Mapping Department, G回logical Research Division, 

Korea Institute of Geosci曲目阻dM泊目'a1 Reso町C国)

rEPMA定量分析で用いられるパラメーターの検討」

2 O. 佐藤桂(名大・年測センター)

『西南日本内帯瀬戸内の後期白亜紀花商岩体の形成末期の流体組成変化J

事 2 1.榎並正樹(名大・年測センター)，東野外志男(石川県白山自然保護センター)
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「三波川変成帯の研究史と東野コレクション」

2 2. Maw Maw Win(名大・院・環境)・加藤丈典・榎並正樹(名大・年測センター)

fPe位。logical 阻dChronological studies on 血e Mogok meta.morphic rocks of c四位alMya且marJ

• 23. 星野フサ(北大・総博・ボランティア)・中村俊夫(名大・年測センター)

fAMS 14C年代測定と花粉分析による縄文早期の北海道中山峠湿原における池塘の存在の解

明」

事 24. 岡 孝雄(アースサイエンス(株))・近藤務((株)北海道技術コンサルタント)・中村俊夫(名

大・年調jセンター)・星野フサ(北大・総博・ボランティア)・安井 賢((有)甲賀地盤調査)・

井島行夫・関根達夫(石狩沖積低地研究会)・米道 博(北海道道路エンジニアリング(株))・宿

田浩司(和光技研(株))・山崎芳樹((株)北開測地)・乾 哲也・奈良智法(厚真町教育委員会)

「北海道厚真川|下流域の後期更新世~完新世の古環境変遷」

• 25. 小野知洋・森 勇一(金城学院大学)・中村俊夫(名大・年調uセンター)

「愛知県八竜湿地におけるボーリング試料の年代と古環境」

• 26. 西本寛(愛知大学)・大谷 肇(名古屋工業大学)・中村晋也(金沢学院大学)・中村俊夫(名大・

年調uセンター)

「保存処理された木材の14C年代測定を目的としたPy-GC/MSの活用」

事 27. 奥野充(福岡大・理・噴情研)

fT句hrochronology 血A伽kIsl血ld， cen仕aIAleutiansJ 

・ 28. 南 雅代(名大・年調uセンター)・坂田 健(名大・院・環境)・中村俊夫(名大・年測センター)

「限外ろ過法を用いた化石骨の14C年代測定一これまでの総括ー」

・ 29 三宅芙沙・増田公明(名大・太陽研)・箱崎真隆・中村俊夫(名大・年調uセンター)・門叶冬樹・

加藤和浩(山形大・理)・木村勝彦(福島大・理工)・光谷拓実(奈文研)

「樹木年輪に刻まれた突発的宇宙線イベント」

3 O. 三宅 明・蛭川孝信・佐藤真希(愛教大・理科)・鈴木和博(名大・年前jセンター)・仲井 豊(愛

教大・名誉教授)

「愛知県足助東部~南東部の領家変成岩および花嗣岩類のCIll旧年代」

3 1.中村俊夫(名大・年測センター)・小池裕子(九州大学博物館)・鮎沢 純・奥野 充(福岡大学

理学部)・太田友子(名大・年測センター)

「放射性炭素濃度の経年変動による象牙の生長の解析」

事 32. 加藤ともみ(名大・院・環境)・南 雅代(名大・年調uセンター)・堀川|恵司(富山大・理工)・

中村俊夫(名大・年調uセンター)

「静岡県竜ヶ岩洞石街の放射性炭素年代」

事 33. 早田 葵・池盛文数(名大・院・環境)・肥後隼人(福岡市博多区保健福祉センター)・木下 誠

(福岡市保健環境研究所)・中島大介(国立環境研究所)・兼保直樹(産業技術総合研究所)・南 雅

代・中村俊夫(名大・年測センター)

「福岡市におけるPM2.5中全炭素の14C濃度・ õ13Cの季節変動」
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* 34. 箱崎真隆・中村俊夫・榎並正樹(名大・年測センター)・増田公明(名大・太陽研)・南 雅代・

池田晃子・ー木絵理・佐藤桂・太田友子・西田真砂美・田中敦子・伊原由紀子(名大・年

測センター)・城森由佳・加藤ともみ・早田 葵・冨山慎二・園田圭佑(名大・院・環境)

「名古屋大学年代測定総合研究センター夏休み特別企画「年輪年代法体験学習」活動報告」

[ポスター発表]

事 35. 高橋治・半田宙子(産総研)

『へッドスペース法による水試料の放射性炭素ìJl.U定のための前処理法の検討」

36. 常木 晃(筑波大・人文社会科学)・中村俊夫(名大・年測センター)

「イランの S阻g-e Cha抽mag 遺跡の 14C 年代」

*37. 中村俊夫(名大・年調Uセンター)・山田哲也(元興寺文化財研究所)・太田友子(名大・年調Uセン

ター)

「鉄サピの放射性炭素年代測定のための基礎実験」

38. 勝見尚也・笹倉康弘・今寺さくら・米林甲陽・岡崎正規(石川県立大学)

「石川県に分布する黒ポク土の特徴と生成」

ホ 39. 箱崎真隆・中村俊夫(名大・年測センター)

『紀元 5 世紀の屋久杉年輪試料をもちいた高精度放射性炭素年代測定」

・ 4 O. 南 雅代(名大・年測センター)・高橋 治(産総研)・荒巻能史(国立環境研)・太田友子・中

村俊夫(名大・年測センター)

「水試料の放射性炭素分析のための前処理法の比較検討」

4 1.冨山慎三・加藤ともみ・坂田 健(名大・院・環境)・田中 剛(名大・年測センター，韓国地

質資源研究院)

「名古屋大学東山キャンパス各所の放射線量」

*42. 富田純治(東海自然学園・東海シニア自然大学)・鈴木和博(名大・年測センター)

『鶴舞公園の「なぞの石J J 
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